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オフィス特化型リート転換後の「成長戦略ロードマップ」策定に関するお知らせ 
 

いちごオフィスリート投資法人（以下、「本投資法人」という。）は、2015年9月5日開催の第9回投

資主総会の決議をもって、オフィス特化型リートへ転換いたしました。これに伴い、本投資法人が掲げ

る成長戦略を見直し、オフィス特化型リート転換後の「成長戦略ロードマップ」を策定いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 

1. 新たな「成長戦略ロードマップ」策定の理由 

本投資法人は、2015 年 4 月期および 10 月期を成長戦略におけるステージⅣ「資産規模の大幅拡大」

の期間と位置づけ、中規模オフィスを中心としたポートフォリオの大幅な成長と分配金向上を目指して

おります。また、2016年4月期以降についても、これに続くステージⅤとして成長戦略を掲げておりま

したが、この度、オフィス特化型リートへと転換するにあたり、従来より掲げていた成長戦略を見直し、

中期的目標を新たに定め、当該中期的目標の達成を視野に入れた「成長戦略ロードマップ」を策定いた

しました。 

本投資法人は、オフィス特化型リートとして、中規模オフィスに特化した投資運用により、引き続き、

投資主価値の最大化を目指してまいります。 

 

2. 中期的目標について 

 ・目標分配金    2,000円 

 ・目標資産規模   約2,300億円 

 ・目標格付     A（安定的） 

 

 ※中期的目標として記載している一口当たり分配金、運用資産残高、長期発行体格付および達成時期 

について、あくまでも本投資法人における運用上の政策目標であり、公表している業績予想等との 

関連性はなく、その実現自体についても保証するものではありません。 
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3. 成長戦略ロードマップ（2016年4月期以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. その他 

本投資法人は、オフィス特化型リート転換後の成長戦略につき、アナリスト・機関投資家向け説明会

を本日開催予定です。当該説明会における資料「いちごオフィスリートの成長戦略」につきましても、

別途公開させていただいておりますので、是非ご参照下さい。 

 

以 上 

 

 本投資法人のホームページアドレス ： www.ichigo-office.co.jp 

※本投資法人は2015年9月5日付で商号を変更し、これに伴い、ホームページアドレスが変更となりました。 

 

オフィス特化型ポートフォリオの発展

2015/10期末 2016/4期末 2016/10期末 2017/4期末 2017/10期末

ステージⅤステージⅠ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ

■ 内部成長戦略
「継続的なNOI向上とブランディング強化」
・テナント需要が豊富な都心部を中心としたエリアを

対象とし、適正賃料化に向けた増額改定を推進
・付帯収入の見直しによる賃貸事業収益の向上
・「いちごオフィス」ブランディング推進による

保有物件の付加価値向上
（ビル名の統一化、いちご看板の設置、
いちごエントランスコーディネートPJ等）

・いちご建物管理仕様に準じたサービスの徹底

■ 外部成長戦略
「資産規模の拡大と戦略的な資産入替の推進」
・優先交渉権を有する13物件の取得検討
・内部成長余地が限定的な物件の売却推進による

資産の入替

■ 財務戦略
「発行体格付向上を目指した安定的な財務運営」
・発行体格付の向上 A－(安定的) からの向上
・新規借入に伴う各種条件の改善、強化
（金利 / 期間 / 分散）

・コミットメントラインの設定検討
・負ののれんの活用によるDPU向上
・グローバルインデックス組入れに向けた準備

1口当たり分配金の継続的な成長に向けた基盤構築
目標

1口当たり分配金の安定的な成長

達
成
指
標長期発行体格付

一口当たり分配金

運用資産残高

アクションプラン

A－（安定的）

1,670円（予想）

約1,639億円（2015年8月末時点）

ステージⅥ

オフィス特化型リート （「いちごオフィスリート投資法人」へ商号変更）

■ 内部成長戦略
「100棟規模を視野に入れた、強力ないちご

オフィスブランドの確立による競争力強化」
・いちごオフィスブランド確立による保有物件の

地位向上
・いちごオフィス独自のテナント向けサービス

プログラムの開発
・都心周辺部や地方物件における適正賃料化に

向けた増額改定の推進
・適正なCAPEXのコントロールによるさらなる

バリューアップの実施

■ 外部成長戦略
「資産規模2,300億円を視野に入れた物件取得」
・ソーシングルートの多様化による物件パイプ

ラインの拡大
・多様な資金調達手段およびスポンサーサポートを

活用した機動的な優良物件の確保

■ 財務戦略
「発行体格付の向上、資金調達手段の多様化」
・発行体格付の向上 A(安定的) を目指す
・投資法人債の発行等、資金調達手段の多様化検討
・優良物件の機動的な確保に向けた資金調達余力の確保、

コミットメントラインの活用
・リファイナンスに伴う各種条件の見直し
・グローバルインデックス組入れを目指す

A（安定的）

2,000円

約2,300億円

【中期的目標】

目標：年率2.0%以上の継続的な賃料収入UP

総合型リート


